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て
は
じ
め
に

二
、
北
京
に
お
け
る
書
陣
の
沿
革

弓
清
代
琉
璃
廠
の
書
陣

H
書
雖
の
内
外
部
構
造

口
書
籍
商
経
営
の
一
側
面

国
害
陣
の
販
売
品
目

四
書
雖
に
お
け
る
人
的
交
流

四
、
む
す
び

一
、
は
じ
め
に

康
熙
・
瀦
正
・
乾
隆
と
い
う
時
代
は
、
中
国
文
化
史
上
で
―
つ
の
画

期
を
な
し
て
い
る
。
顧
炎
武
・
黄
宗
毅
と
い
う
大
家
を
は
じ
め
と
し
、

経
学
で
は
戴
震
、
史
学
で
は
王
鳴
盛
・
銭
大
所
・
趙
翼
・
章
学
誠
、
地

理
学
で
は
顧
祖
萬
、
詩
文
で
は
朱
葬
尊
・
王
士
禎
・
哀
枚
・
挑
珈
と
い

う
諸
家
が
活
躍
し
、
小
説
で
は
『
聯
斎
志
異
』
の
蒲
松
齢
・
『
儒
林
外

史
』
の
呉
敬
梓
・
『
紅
楼
夢
』
の
曹
雪
芹
が
い
ず
れ
も
こ
の
時
代
に
出

現
し
て
い
る
。

一
方
、
清
朝
の
文
化
事
業
も
盛
ん
で
、
『
康
熙
字
典
』
．
『
淵
鑑
類
函
』

・
『
侃
文
韻
府
』
・
『
餅
字
類
編
』
．
『
古
今
図
書
集
成
』
．
『
四
庫
全
書
』

な
ど
の
諸
書
が
皇
帝
の
命
で
次
々
と
編
築
さ
れ
た
。

知
識
人
や
清
朝
の
文
化
事
業
に
従
事
し
た
編
纂
官
が
ど
の
よ
う
に
著

述
の
材
料
を
収
集
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
彼
ら
の
著
作
が
後
世
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
先
学
の
研
究
に
詳
し
く
述

①
 

べ
ら
れ
て
い
る
。

清

代

琉

璃

廠

書

雖

に

関

す

る

一

考

察

ー

朝

鮮

使

節

の

記

録

を

中

心

に

1

ノ

瀬

雄
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し
か
し
書
物
を
抜
き
に
し
て
著
述
や
編
纂
活
動
や
そ
の
影
響
を
語
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ら
の
書
物
を
専
門
に
扱
う
の
は
書
籍
商
で
あ

り
、
売
買
が
行
な
わ
れ
る
主
な
場
所
は
書
雖
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
書

陣
の
活
動
や
そ
こ
で
行
な
わ
れ
る
交
遊
関
係
は
、
文
化
史
を
観
る
上
で

―
つ
の
指
標
に
も
な
り
得
る
。

R

③

④
 

北
京
の
書
雖
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
葉
徳
輝
・
孫
殿
起
・
王
冶
秋
•
藤

⑥
 

塚
鄭
等
の
先
学
の
業
績
が
上
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
前
二
者
の
業
績
は
い

ず
れ
も
史
料
集
と
い
う
性
格
を
持
ち
、
王
氏
の
論
考
も
書
雖
の
デ
ィ
テ

ー
ル
や
書
籍
商
の
活
動
に
つ
い
て
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

ま
た
藤
塚
氏
の
研
究
は
中
国
と
朝
鮮
国
と
の
文
化
交
流
を
扱
っ
た
も
の

で
あ
り
、
「
書
雖
の
文
化
史
」
と
い
う
視
点
と
は
自
ら
異
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。

⑥
 

そ
こ
で
本
稿
は
朝
鮮
使
節
の
紀
行
文
、
い
わ
ゆ
る
「
燕
行
録
」
に
基

き
、
対
象
を
北
京
の
琉
璃
廠
に
し
ぽ
り
、
書
雖
の
構
造
、
経
営
方
法
、

販
売
品
目
な
ど
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

二
、
北
京
に
お
け
る
書
騨
の
沿
革

中
国
の
首
都
北
京
は
、
唐
代
ま
で
は
前
州
と
呼
ば
れ
、
遼
代
に
は
南

京
6（
燕
京
）
、
金
代
に
は
中
都
と
呼
称
さ
れ
た
。
十
三
世
紀
に
は
モ
ン
ゴ

ル
族
が
南
下
し
て
中
都
一
帯
を
奪
い
、
新
た
に
都
城
を
建
設
し
た
。
こ

の
地
が
す
な
わ
ち
元
の
大
都
（
燕
京
）
で
あ
り
、
現
在
の
北
京
の
原
形

は
こ
の
時
に
確
立
さ
れ
た
と
い
え
る
。
元
の
大
都
は
「
周
囲
六
十
里
十

一
門
」
の
規
模
を
持
ち
、
北
の
草
原
地
帯
と
南
の
農
耕
地
帯
と
を
同
時

に
統
治
す
る
の
に
絶
好
の
地
と
さ
れ
た
。
こ
の
政
治
都
市
は
同
時
に
北

方
最
大
の
商
業
の
中
心
地
で
も
あ
り
、
城
内
に
は
商
業
地
域
が
数
力
所

⑦
 

形
成
さ
れ
た
。

都
城
の
中
心
に
位
置
す
る
鐘
楼
・
鼓
楼
の
周
辺
に
は
緞
子
市
・
皮
帽

市
・
帽
子
市
・
鶏
鴨
市
・
珠
子
市
・
沙
刺
市
（
宝
石
市
）
・
鉄
器
市
・
米

市
・
麺
市
等
が
あ
り
、
都
城
西
南
部
の
羊
角
市
に
は
羊
市
・
馬
市
・
牛

R
 

市

・

酪

蛇

市

・

腿

螺

市

等

が

あ

っ

た

。

．

そ
し
て
こ
の
他
に
、
都
城
南
部
の
中
書
省
前
に
は
書
籍
市
や
文
具
市

と
呼
ば
れ
る
地
区
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
当
時
、
大
都
を
訪
れ
た
高
麗

人
が
、
こ
の
書
籍
市
で
『
三
国
志
評
話
』
．
『
趙
太
祖
飛
竜
記
』
・
『
唐
三

⑨
 

蕨
西
遊
記
』
な
ど
の
本
を
買
い
求
め
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
現
在
確

認
で
き
る
北
京
最
古
の
書
雖
は
元
代
に
形
成
さ
れ
た
と
言
え
る
。

明
の
永
楽
帝
の
時
代
に
北
京
へ
の
遷
都
が
行
な
わ
れ
、
北
京
で
は
政

府
の
出
版
事
業
炉
国
子
監
や
司
礼
監
を
中
心
に
さ
れ
、
主
と
し
て
経
書

⑲
 

や
史
書
が
印
刷
さ
れ
た
。
他
方
、
民
間
で
も
多
く
の
書
籍
が
印
刷
さ
れ

販
売
さ
れ
た
。
明
代
北
京
の
書
坊
は
、
南
京
書
坊
の
三
十
一
家
、
あ
る

⑫
 

い
は
福
建
省
建
陽
書
坊
の
四
十
七
家
に
比
べ
る
と
数
は
少
な
い
が
、
明

⑱
 

確
に
名
前
が
知
れ
る
も
の
は
七
家
を
数
え
る
。
ま
た
書
雖
が
集
中
し

て
い
る
の
は
、
「
大
明
門
の
右
、
礼
部
門
の
外
、
洪
痕
門
の
西
」
の
区

⑭
 

域
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
人
が
多
く
集
ま
る
季
節
・
場
所
に
は
、
必
ず
書

籍
市
が
並
ん
だ
。
会
試
が
行
な
わ
れ
る
年
の
三
月
に
は
内
城
東
部
の
挙

場
前
に
、
ま
た
花
朝
（
旧
暦
二
月
十
五
日
）
後
の
三
日
に
は
東
部
の
燈
市

に
、
そ
し
て
毎
月
一
・
十
五
・
ニ
十
五
日
に
は
西
部
の
城
陸
廟
市
に
そ
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翁｝

れ
ぞ
れ
書
籍
市
が
開
か
れ
た
。

清
代
の
初
め
に
は
、
書
籍
市
は
外
城
西
北
部
の
慈
仁
寺
（
報
国
寺
）
で

開
か
れ
て
い
た
。
清
代
初
期
の
詩
人
王
士
禎
は
、
俸
給
の
全
て
を
書
籍

に
つ
ぎ
こ
む
ほ
ど
の
本
好
き
で
、
し
ば
し
ば
こ
の
書
籍
市
を
利
用
し
た
。

ま
た
王
は
、
買
い
た
か
っ
た
本
を
他
人
に
買
わ
れ
、
悔
し
さ
の
あ
ま
り

⑯
 

十
日
間
も
寝
込
ん
だ
と
い
う
。

こ
の
慈
仁
寺
の
書
籍
市
も
十
八
世
紀
に
は
著
し
く
衰
退
し
、
人
跡
稀

⑰
 

な
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
書
籍
市
に
か
わ
っ
て
、
新
た
に
注
目
さ

れ
る
の
が
琉
璃
廠
の
書
律
で
あ
る
。

琉
璃
廠
に
書
罪
が
置
か
れ
た
の
は
清
初
と
さ
れ
る
が
、
乾
隆
時
代
に

は
既
に
殷
賑
の
巷
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
同
時
代
の
後
半
に
は
多
く

の
書
雖
が
櫛
比
し
、
本
屋
街
と
言
う
べ
き
一
角
が
形
成
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

三
、
清
代
琉
璃
廠
の
書
騨

H
書
陣
の
内
外
部
構
造

乾
隆
三
十
四
年
（
一
七
六
九
）
当
時
の
琉
璃
廠
書
罪
の
賑
わ
い
は
、
李

⑱
 

文
藻
の
「
琉
璃
廠
書
津
記
」
に
知
ら
れ
る
。
同
書
に
は
書
陣
の
名
、
経

営
者
の
姓
、
琉
璃
廠
内
に
お
け
る
書
雖
の
位
置
関
係
な
ど
が
詳
し
く
記

さ
れ
て
い
る
。
書
騨
の
位
置
関
係
は
図
1
の
よ
う
に
な
る
。

李
文
藻
の
記
録
と
ほ
ぼ
同
時
期
、
乾
隆
三
十
八
年
（
一
七
七
三
）
に
四

庫
全
書
編
修
官
で
あ
っ
た
翁
方
綱
は
、
著
名
な
書
雖
と
し
て
五
柳
居
・

⑲
 

文
粋
堂
の
二
店
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
七
年
後
の
同
四
十
五
年

（
一
七
八
O
)
八
月
、
琉
璃
廠
を
訪
れ
た
朝
鮮
使
節
朴
趾
源
は
、
書
蝉
中

の
最
大
の
店
は
文
梓
堂
・
五
柳
居
・
先
月
楼
・
鳴
盛
堂
の
四
店
と
述
べ

⑳
 

て
い
る
。
以
上
に
よ
り
、
当
時
有
名
だ
っ
た
書
罪
の
名
が
具
体
的
に
知

ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
こ
れ
ら
琉
璃
廠
書
雖
の
内
外
部
構
造
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
朝
鮮
使
節
の
記
録
が
当

⑪
 

時
の
状
況
を
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
朴
趾
源
の
『
熱
河
日
記
』
関
内
程

史
の
条
に
は
、

（
八
月
）
初
三
日
己
酉
晴
。
…
出
（
宣
武
）
門
、
右
転
入
琉
璃
廠
。
初
街

有
五
柳
居
三
字
題
。
此
屠
鉦
冊
陣
也
。
前
歳
、
慾
官
輩
多
貿
此
陣
、

津
々
説
五
柳
居
。
今
過
此
中
、
如
逢
故
人
。
懲
官
臨
別
又
言
、
「
若

尋
唐
鴛
港
（
楽
宇
）
、
先
至
先
月
楼
、
其
南
転
小
棚
箭
、
第
二
門
即
唐

宅
。
」
云
。
…
回
車
入
北
。
条
路
傍
、
金
字
先
月
楼
、
忽
映
車
前
、
此

亦
冊
律
也
。

と
あ
っ
て
、
書
蝉
は
店
名
を
看
板
に
書
き
、
店
頭
に
掲
げ
、
そ
の
看
板

が
人
目
を
ひ
く
よ
う
に
金
字
で
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

乾
隆
五
十
六
年
（
一
七
九
一
）
に
琉
璃
廠
を
尋
ね
た
金
正
中
の
『
燕
行

⑫
 

録
』
に
は
、

而
書
蝉
之
旗
、
令
人
心
酔
目
眩
、
弥
簸
宝
軸
、
挿
架
而
連
屋
、
青
細

錦
峡
、
畳
JT
而
准
床
。
入
而
視
之
、
未
知
何
書
之
在
何
方
、
似
難
挽

得
巻
。
面
糊
小
片
白
紙
、
各
書
某
書
某
峡
也
。

と
あ
り
、
書
陣
に
は
旗
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
書
蝉
の
本
棚
に
は
、

多
く
の
書
物
が
間
断
無
く
収
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

- 27 -



図1 乾隆34年当時の琉璃廠書雖見取図
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博古堂（李氏）

煉文堂（周氏）

瑞錦堂（周氏）
（鑑古堂）

先月楼（李氏）

文華堂（徐氏）

文粋堂（金氏）

瑞雲堂（周氏）

衆星堂（曽氏）

文茂堂（博氏）

英華堂（徐氏）

宏文堂（鄭氏）

経映堂（李氏）

栄錦堂（李氏）

京兆堂（李氏）

宝田堂（李氏）

文絵堂（李氏）

文錦堂（李氏）

二酉堂（李氏）

同升閣（李氏）

帯草堂（鄭氏）
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,
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延慶堂（劉氏）

五柳居（陶氏）

宝名堂（周氏）

衆秀堂（曽氏）

聖経堂（李氏）

宗聖堂（曽氏）

名盛堂（李氏）
東門

「l--
1嵩秀堂（唐氏）

声遥堂

藤塚那『清朝文化東伝の研究』 21頁による。
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⑲
 

ま
た
柳
得
恭
の
『
燕
台
再
遊
録
』
に
は
、

楽
減
堂
特
潰
瀧
、
書
籍
又
富
、
広
庭
起
簸
棚
、
随
景
開
閾
、
置
椅
三

四
張
、
肱
卓
筆
硯
、
楚
楚
略
備
、
月
季
花
数
盆
爛
開
、
初
夏
天
気
甚

熱
、
余
日
雇
車
至
衆
濠
堂
散
悶
、
卸
笠
拠
椅
而
坐
、
随
意
抽
書
看
之
、

甚
楽
也
。

と
あ
っ
て
、
広
い
庭
で
竹
製
の
棚
を
立
て
、
椅
子
・
机
・
筆
硯
を
備
え
、

バ
ラ
の
花
が
香
る
中
、
客
が
本
を
幡
く
と
い
う
状
況
が
見
ら
れ
た
。

書
雖
の
内
部
構
造
に
つ
い
て
は
、
道
光
八
年
（
一
八
二
八
）
に
北
京
に

来
た
朴
思
浩
の
次
の
記
録
が
詳
し
い
。

冊
雖
在
正
陽
門
外
、
非
止
一
処
。
其
畜
書
之
法
、
設
堂
数
三
十
間
、

毎
間
四
壁
設
間
架
層
々
井
々
、
排
列
稽
峙
、
毎
套
付
鐵
日
某
冊
。
故

充
棟
溢
宇
、
不
可
計
量
。
而
前
閣
置
一
大
卓
、
卓
上
置
十
余
巻
冊
匝
゜

乃
冊
名
目
録
也
。
人
坐
椅
上
、
欲
買
某
冊
、
則
一
挙
手
抽
給
‘
抽
挿

R
 

甚
便
易
也
。
（
『
心
田
稿
』
留
館
雑
録
、
冊
雖
記
）

す
な
わ
ち
、
部
屋
の
四
面
に
す
き
間
な
く
本
棚
が
作
ら
れ
、
本
が
収
納

さ
れ
て
い
る
。
前
閣
に
は
机
を
置
き
、
机
上
に
は
書
目
を
入
れ
た
箱
が

置
か
れ
て
い
る
。
客
は
椅
子
に
腰
掛
け
て
そ
の
書
目
を
調
べ
、
欲
し
い

本
が
あ
れ
ば
自
ら
抜
き
と
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
も
う
―
つ
の
例
を
見
て
み
よ
う
。
道
光
十
二
年
（
一
八
三
二
）

R
 

に
北
京
を
訪
れ
た
金
景
善
の
『
燕
酸
直
指
』
巻
三
、
留
館
録
上
、
琉
璃

廠
記
に
は
、

出
宣
武
門
、
東
南
至
正
陽
門
外
。
将
向
岳
王
廟
、
路
経
其
中
、
灰
路

為
市
舗
。
東
南
（
東
西
か
）
各
有
里
門
。
西
題
琉
璃
廠
西
辺
、
東
題
琉

璃
廠
東
辺
。
自
西
門
至
東
門
、
可
七
八
里
。
毎
舗
竪
紅
竿
金
書
‘
舗

名
如
緯
文
堂
、
泰
興
局
、
鳴
盛
堂
。
諸
号
是
也
。
・
・
・
就
冊
雖
覚
茶
。

蓋
比
他
雖
梢
雅
。
暫
坐
。
亦
無
可
嫌
故
也
。
試
周
覧
数
舗
。
蓋
一
舗

之
儲
已
不
知
為
幾
万
巻
。
屋
凡
両
重
、
或
三
四
重
。
而
毎
屋
三
壁
、

周
設
懸
架
、
架
凡
十
数
層
、
毎
層
皮
書
、
巻
秩
斉
整
。
毎
套
皆
有
標

紙
、
俯
仰
視
之
不
可
領
略
。
覚
其
都
録
、
見
之
、
則
亦
多
不
聞
不
見

之
書
。
看
到
未
半
、
眼
已
眩
昏
゜

と
書
雖
の
様
子
を
述
べ
て
い
る
。
書
雖
で
は
客
に
お
茶
が
提
供
さ
れ
、

他
の
商
店
に
比
ぺ
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
あ
る
こ
と
、
建
物
の
構
造
が

二
層
以
上
で
あ
る
こ
と
、
商
品
で
あ
る
書
籍
の
量
や
種
類
が
豊
富
で
あ

っ
た
こ
と
等
が
知
ら
れ
る
。

口
書
籍
商
経
営
の
一
側
面

次
に
こ
れ
ら
書
雖
の
経
営
者
が
、
ど
の
よ
う
な
性
格
の
人
物
で
あ
っ

た
の
か
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
李
文
藻
の
「
琉
璃
廠
書
雖
記
」
に
は
、

北
口
路
西
有
文
梓
堂
金
氏
、
雖
買
謝
姓
、
蘇
州
人
、
頗
深
於
書
、
…

又
西
為
五
柳
居
陶
氏
、
在
路
北
、
近
来
始
開
、
而
旧
書
甚
多
、
与
文

粋
堂
皆
毎
年
購
書
於
蘇
州
、
載
船
而
来
。
五
柳
多
瑣
川
呉
氏
蔵
害
。

…
又
西
為
延
慶
堂
劉
氏
、
在
路
北
、
其
痺
買
即
老
章
、
前
開
鑑
古
堂

者
也
。
近
来
不
能
購
書
於
江
南
突
。
夏
間
従
内
城
買
書
数
十
部
。
…

書
雖
中
之
暁
事
者
、
惟
五
柳
之
陶
・
文
粋
之
謝
・
及
章
也
。
章
湖
州

人
、
陶
・
謝
皆
蘇
州
人
、
其
余
不
著
何
許
人
者
、
皆
江
西
金
渓
人

也。
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と
あ
る
。
当
時
著
名
な
文
梓
堂
謝
氏
や
五
柳
居
陶
氏
や
鑑
古
堂
章
氏
と

い
う
書
籍
商
た
ち
が
い
ず
れ
も
江
南
の
出
身
で
、
書
籍
取
引
上
、
江
南

と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
柳
得
恭
の

『
燕
台
再
遊
録
』
に
も
、

佳
埼
、
琉
璃
廠
之
衆
漑
堂
主
人
。
陶
生
、
五
柳
居
主
人
也
。
怪
是
銭

塘
人
、
陶
生
亦
南
辺
人
也
。

と
あ
っ
て
、
琉
璃
廠
の
書
籍
商
と
江
南
方
面
と
の
強
い
関
係
が
こ
こ
に

も
知
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
書
陣
が
江
南
か
ら
北
京
ま
で
ど
の
よ
う
に
し
て
書
籍
を
輸

送
し
た
か
と
言
え
ば
、
こ
れ
は
五
柳
居
陶
氏
が
自
ら
語
っ
て
い
る
。
乾

⑱
 

隆
四
十
三
年
（
一
七
七
八
）
に
北
京
を
訪
れ
た
李
徳
懲
の
『
入
燕
記
』
下

こ、
•9 

陶
氏
所
蔵
、
尤
為
大
家
、
掲
額
日
五
柳
居
。
自
言
、
書
船
従
江
南
来
、

泊
干
通
州
張
家
湾
、
再
明
日
当
輸
来
、
凡
四
千
余
巻
云
゜

と
あ
る
よ
う
に
、
書
籍
の
運
搬
が
水
運
に
よ
っ
て
い
た
こ
と
、
書
籍
運

搬
用
の
船
に
は
四
千
余
巻
の
本
が
積
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
五
柳
居
主
人
陶
氏
に
つ
い
て
は
、
い
さ
さ
か
詳
し
い
記
録
が
残

っ
て
い
る
。
孫
星
術
の
『
五
松
園
文
稿
』
に
収
録
さ
れ
た
「
清
故
封
修

職
郎
両
浙
塩
課
大
使
陶
君
正
祥
墓
副
銘
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
ず
冒
頭

こ、
．．
 

封
修
識
郎
両
浙
塩
大
使
陶
君
、
名
正
祥
、
字
庭
学
、
号
瑞
奄
。
祖
父

某
、
自
浙
之
烏
程
県
移
家
呉
門
。

と
あ
っ
て
、
彼
の
名
・
字
・
号
及
び
出
身
地
が
知
ら
れ
る
。
次
に
、

家
貧
無
以
為
養
、
遂
以
債
書
為
業
。
与
呉
中
名
下
士
交
接
‘
聞
見
日

広
、
久
之
於
書
能
知
、
何
書
為
宋
元
佳
本
、
有
誰
氏
刊
本
、
版
貯
何

所
、
誰
氏
本
善
且
備
、
誰
氏
本
劉
除
本
文
若
注
、
或
舛
誤
不
可
従
゜

と
あ
り
、
家
が
貧
し
く
経
済
的
に
苦
し
か
っ
た
た
め
に
書
籍
販
売
を
職

業
と
し
、
扱
う
商
品
も
新
刊
書
籍
で
は
な
く
古
書
籍
が
主
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
蘇
州
の
在
野
知
識
人
と
交
際
す
る
中
で
、
古
籍

に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
、

都
中
距
公
・
宿
学
、
欲
購
異
書
者
、
皆
詣
君
、
車
徹
満
戸
外
。

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
に
評
判
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
五
柳
居
主
人
が
あ
る
日
、

孫
星
術
に
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

語
予
云
、
恨
不
為
一
書
、
記
所
過
目
宋
元
明
刊
刻
経
伝
諸
子
各
本
巻

峡
文
字
異
同
優
劣
、
補
書
目
、
家
未
備
、
惜
今
晩
突
。

す
な
わ
ち
、
陶
氏
自
ら
書
目
を
補
う
た
め
の
エ
具
書
を
著
そ
う
と
し

た
が
、
そ
れ
が
出
来
ず
残
念
だ
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
「
一

書
を
為
さ
ざ
る
」
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
し
、
以

後
も
そ
の
念
願
が
果
た
せ
た
か
ど
う
か
も
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
陶

氏
が
単
な
る
商
売
人
に
止
ま
ら
ず
、
立
派
な
知
識
人
で
あ
っ
た
こ
と
は

十
分
に
う
か
が
え
よ
う
。

こ
の
五
柳
居
主
人
陶
氏
は
、
極
め
て
真
摯
な
経
営
理
念
を
持
っ
て
い

た
。
彼
の
塞
磁
銘
に
は
続
い
て
、

与
人
貿
易
書
、
不
泊
泊
計
利
。
所
得
書
、
若
値
百
金
者
、
自
以
十
金

得
之
、
止
筈
十
余
金
。
自
得
之
若
十
金
者
、
筈
亦
取
余
。
其
存
之
久

者
、
則
多
取
余
、
日
「
吾
求
巖
余
、
以
糊
口
耳
。
己
好
利
、
亦
使
購
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書
者
獲
其
利
。
人
之
欲
利
、
誰
不
如
我
。
我
専
利
而
物
滞
不
行
、
猶

為
失
利
也
。
」
以
是
管
書
甚
獲
利
。

と
あ
り
、
書
籍
販
売
に
際
し
て
、
軽
々
し
く
目
先
の
利
益
だ
け
を
考
え

る
こ
と
な
く
、
で
き
る
だ
け
安
い
価
格
で
買
い
手
に
提
供
す
る
と
い
う

態
度
が
一
貫
し
て
い
た
。
陶
氏
自
ら
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
「
何
と
か

生
活
で
き
る
だ
け
の
利
益
が
あ
れ
ば
よ
い
。
利
益
第
一
主
義
で
あ
れ
ば

商
品
が
滞
っ
て
売
れ
ず
、
結
局
は
利
益
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
」
と
い

う
明
確
な
経
営
理
念
を
持
っ
て
、
書
籍
を
扱
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
た
め
、

朝
之
公
卿
、
四
方
好
学
之
士
、
無
不
知
有
五
柳
居
主
人
者
。

と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
令
名
は
広
く
知
れ
わ
た
っ
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
古
籍
鑑
定
に
秀
で
、
一
貫
し
た
経
営
理
念
を
持
っ

て
知
識
人
た
ち
と
交
際
し
た
五
柳
居
主
人
陶
氏
で
あ
っ
た
が
、

嘉
慶
二
年
八
月
二
日
、
卒
於
都
門
、
春
秋
六
十
有
六
゜

と
あ
る
よ
う
に
、
嘉
慶
二
年
（
一
七
九
七
）
八
月
二
日
、
北
京
の
地
で
亡

く
な
っ
た
。
享
年
六
十
六
歳
で
あ
っ
た
。

五
柳
居
陶
氏
以
外
に
、
鑑
古
堂
章
氏
（
老
輩
）
及
び
衆
漑
堂
崖
氏
に

つ
い
て
も
、
そ
の
横
顔
を
述
べ
た
い
。
鑑
古
堂
章
氏
に
つ
い
て
は
、

「
琉
璃
廠
書
雖
記
」
に
記
録
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

章
年
七
十
余
突
、
面
痩
如
柴
。
覚
日
奔
走
朝
紳
之
門
。
朝
紳
好
書
者
、

蔀
一
見
‘
捻
其
好
何
等
書
、
或
経
済
、
或
辞
章
、
或
掌
故
、
能
各
投

所
好
、
得
重
値
。
而
少
減
輯
不
肯
筈
、
人
亦
多
恨
之
。

と
あ
り
、
章
氏
は
人
が
ど
の
よ
う
な
本
を
求
め
て
い
る
か
を
鋭
く
見
抜

く
力
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
高
い
値
段
で
本
を
売
り
つ
け
、
少
し
も

値
引
き
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
た
め
に
人
の
恨
み
を
か
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
こ
の
点
、
常
に
安
い
価
格
で
売
ろ
う
と
努
め
た
五
柳
居
陶
氏

と
は
対
照
的
で
あ
る
。

し
か
し
「
琉
璃
廠
書
罪
記
」
の
次
の
記
事
に
あ
る
如
く
、
茸
氏
の
書

物
に
関
す
る
知
識
は
、
他
の
書
廓
に
勝
る
も
の
が
あ
っ
た
。

吾
友
周
書
昌
、
遇
不
全
者
、
亦
好
買
之
。
書
昌
嘗
見
呉
才
老
韻
補
、

為
他
人
買
去
、
快
快
不
快
。
老
章
云
、
「
郡
子
湘
韻
略
、
已
尽
採

之
。
」
書
昌
取
視
之
、
果
然
。
老
草
又
嘗
、
勧
書
昌
読
魏
鶴
山
古

今
考
、
以
為
宋
人
深
於
経
学
、
無
過
鶴
山
、
惜
其
空
行
於
世
、
世
多

不
知
採
用
。
書
昌
亦
心
折
其
言
。

こ
の
よ
う
に
、
一
般
の
知
識
人
と
対
等
に
、
或
い
は
そ
れ
以
上
に
書
物

に
通
じ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
衆
瀕
堂
捏
氏
に
つ
い
て
も
、
若
千
の
記
録
が
見
ら
れ
る
。
衆
演
堂

に
つ
い
て
は
前
節
で
触
れ
た
が
、
次
の
記
事
は
佳
氏
が
ど
の
よ
う
な
理

由
で
北
京
に
書
陣
を
経
営
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
を
教
え
て
く
れ
る
。

指
生
年
少
、
亦
能
詩
、
雅
人
也
。

余
（
柳
得
恭
）
問
日
、
君
何
故
離
郷
、
在
此
販
害
乎
゜

答
、
父
命
。

余
日
、
命
甚
事
。

答
‘
為
功
名
、
如
今
五
六
年
突
。
但
此
時
非
功
名
之
時
、
欲
捲
帰
、

而
書
本
若
是
浩
大
、
一
時
亦
難
区
処
、
所
以
躊
躇
也
。
（
『
燕
台
再
遊

録』）
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と
あ
る
よ
う
に
、

め
た
と
あ
る
が
、

深
い
。

功
名
を
上
げ
る
た
め
北
京
へ
来
て
書
陣
の
経
営
を
始

こ
の
点
、
中
国
人
の
出
世
観
が
う
か
が
わ
れ
、
興
味

文
献
続
纂

精
華
録

欽
定
三
神

講
学
録

自
得
園
文
紗

偲
平
叔
集

太
岳
集

升
奄
外
集

困
勉
録

博
古
図

古
文
奇
賞

帯
経
堂
集

国
書
雖
の
販
売
品
目

こ
れ
ら
琉
璃
廠
の
書
陣
で
は
、
ど
の
よ
う
な
書
籍
が
販
売
さ
れ
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
朝
鮮
使
節
の
記
録
が
参
考
に

な
る
。琉

璃
廠
の
書
雖
を
尋
ね
た
李
徳
懲
は
、
朝
鮮
に
ほ
と
ん
ど
或
い
は
全

⑰
 

く
見
ら
れ
な
い
書
名
を
、
次
の
よ
う
に
書
陣
ご
と
に
記
し
て
い
る
。

嵩
秀
堂

通
鑑
本
末

協
紀
弁
方

賦
彙

中
原
文
憲

皇
華
紀
聞

史
貫

陸
樹
声
集

陶
石
簑
集

徐
節
孝
集

池
北
偶
談

重
訂
別
裁

西
堂
合
集

居
易
録

鉄
網
珊
瑚

伝
道
録

温
公
集

経
義
考

笠
翁
一
家
言

子
史
英
華

文
梓
堂

程
箪
域
集

忠
宣
公
集

図
絵
宝
鑑

儀
礼
節
略

独
制
詩

名
媛
詩
紗

義
門
読
書
記

山
左
詩
紗

聖
経
堂

奔
州
別
集

路
史

施
愚
山
集

書
影

昭
代
典
則

顧
端
公
雑
記

感
旧
集

潜
確
類
書

紀
纂
淵
海

青
箱
堂
集

格
致
録

沈
禍
士
集

史
料
苑

梁
城
後
集

方
輿
紀
要

冊
府
元
亀

文
体
明
弁

鈴
山
堂
集

王
氏
農
書

墨
池
編

知
新
録

玉
老
堂
集

高
士
奇
集

唐
宋
文
醇

古
事
苑

猶
園

-32 -



通
考
紀
要

本
草
経
疏

侃
元
路
集

本
草
雁

名
盛
堂

寄
園
寄
所
寄

名
臣
奏
議

遵
生
八
賤

知
不
足
斎
叢
書

益
知
録

内
閤
上
諭

臣
鑑
録

理
学
備
考

文
盛
堂

王
梅
渓
集

食
物
本
草

盛
明
百
家
詩

兵
法
全
害

漁
洋
詩
話

呂
氏
家
塾
読
詩
記

経
朕
堂

音
学
五
書

今
詩
筐
術
集

大
説
鈴

黄
氏
日
紗

八
旗
通
志

皇
清
百
家
詩

虞
道
園
集

荊
川
武
編

本
草
類
方

衆
星
堂

安
雅
堂
集

呉
草
臓
集

詩
持
全
集

帯
草
堂

発
峰
文
紗

精
華
訓
纂

観
象
玩
占

明
文
授
読

七
修
類
稿

郁
文
堂

頼
古
堂
集

文
茂
堂

婢
雅

苑
文
正
公
集

闊
里
文
献
考

英
華
堂

帝
京
景
物
略

三
魚
堂
集

林
子
三
教

文
換
斎

熔
村
集

鰈
腋

名
媛
詩
帰

穆
堂
集

群
書
集
事
淵
海

広
群
芳
譜

楊
亀
山
集

許
魯
斎
集

部
子
湘
集

班
馬
異
同

苑
石
湖
集

月
令
輯
要

漁
洋
三
十
六
種

隷
弁

幸
魯
盛
典

帝
鑑
図
説

左
伝
経
世
紗

精
華
箋
註

漁
隠
叢
話

策
書
正

香
樹
斎
全
集

由
拳
集

間
暑
日
紗

史
懐

曹
月
川
集

李
二
曲
集

韓
魏
公
集

宛
雅

熔
村
語
録
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⑱
 

こ
れ
ら
の
書
籍
の
う
ち
、
清
代
の
禁
書
目
録
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も

の
が
幾
つ
か
あ
る
。
す
な
わ
ち
笠
翁
一
家
言
・
筐
術
集
・
宛
雅
・
触
謄

は
『
禁
書
総
目
』
に
、
感
旧
集
・
説
鈴
は
『
違
碍
書
目
』
に
、
潜
確
類

書
・
詩
持
は
両
目
に
、
史
貫
は
『
全
熾
書
目
』
に
、
頼
古
堂
集
・
由
拳

⑲
 

集
は
『
抽
燈
書
目
』
に
そ
れ
ぞ
れ
見
ら
れ
る
。
ま
た
精
華
録
・
太
岳
集

・
古
文
奇
賞
・
書
影
・
昭
代
典
則
•
寄
園
寄
所
寄
は
、
『
清
代
禁
書
知

見
録
』
中
に
そ
の
書
名
が
見
え
る
。

『
違
碍
書
目
』
が
乾
隆
四
十
三
年
（
一
七
七
八
）
、
『
全
熾
書
目
』
・
『
抽

燒
書
目
』
（
両
者
を
併
せ
て
『
錯
熾
抽
搬
書
目
』
と
い
う
）
が
同
四
十
七
年

（
一
七
八
二
）
、
『
禁
書
総
目
』
が
同
五
十
三
年
（
一
七
八
八
）
の
成
立
で
あ

る
。
そ
し
て
李
徳
懲
が
残
し
た
記
録
は
同
四
十
三
年
（
一
七
七
八
）
当
時

の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
禁
書
政
策
が
本
格
化
す
る
以
前
の
状
況
を
、
よ

く
表
わ
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

当
時
刊
行
さ
れ
た
書
籍
の
目
録
は
、
朴
趾
源
の
『
熱
河
日
記
』
に
、

さ
ら
に
詳
し
く
見
ら
れ
る
。
朴
が
北
京
の
琉
璃
廠
を
訪
れ
た
の
は
乾
隆

四
十
五
年
（
一
七
八
0
)
八
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
彼
が
北
京
へ
の
途
上

⑳
 

に
遼
東
の
通
遠
堡
で
富
図
一
二
格
と
い
う
満
洲
人
と
会
っ
て
い
る
。
富
図

三
格
が
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
親
戚
の
折
＾
ム
が
北
京
で
鳴
盛
堂
と

い
う
書
陣
を
経
営
し
て
お
り
、
そ
の
書
籍
目
録
を
携
帯
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
朴
は
富
図
三
格
の
人
物
は
下
品
凡
庸
で
あ
る
と
感
じ

た
が
、
新
知
見
を
得
る
た
め
に
と
思
い
直
し
、
彼
の
書
目
を
書
き
写
す

R
 

こ
と
に
し
た
。
彼
が
書
き
留
め
た
書
名
は
次
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

0

尺
贖
新
語
共
六
冊
、
注
洪
（
激
荷
）
箋

0

焚
書
共
六
冊
・
蔵
書
共
十
八
冊
．
続
蔵
害
共
九
冊
、
李
贄
（
卓
吾
）

著0

宮
閾
小
名
録
・
長
洲
雑
記
・
西
堂
雑
姐
、
尤
個
（
展
成
）
著

0

箔
廊
偶
筆
、
宋
榮
（
牧
仲
）
著

0

同
書
・
字
触
・
固
小
記
・
因
樹
屋
書
影
、
周
亮
エ
（
元
亮
）
著

0

四
礼
撮
要
、
甘
涼
著

0

説
林
・
西
河
詩
話
、
毛
奇
齢
著

0

韻
白
・
匡
林
・
韻
学
通
指
・
漢
書
、
毛
先
舒
（
雅
黄
）
著

0

西
山
紀
滸
、
周
金
然
著

0

日
知
録
・
北
平
古
今
記
、
顧
炎
武
著

0

不
知
姓
名
録
、
李
清
（
映
磐
）
著

0

蒋
説
、
蒋
虎
臣
著

0

影
梅
庵
憶
語
、
冒
襄
（
辟
彊
）
著

0

古
今
書
字
弁
訛
・
東
山
談
苑
・
秋
雪
叢
談
、
余
懐
（
淡
心
）
著

0

冬
夜
箋
記
、
王
崇
間
著

0

皇
華
記
聞
・
池
北
偶
談
・
香
祖
筆
記
、
王
士
禎
（
胎
上
）
著

0

毛
角
陽
秋
・
群
書
頭
屑
・
閾
閣
語
林
・
朱
烏
逸
史
、
王
士
禄
著

0

笠
翁
通
譜
・
無
声
戯
小
説
・
鬼
輸
銭
故
事
、
李
漁
（
笠
翁
）
著

0

天
外
談
、
石
凰
著

0

奏
対
機
緑
、
弘
覚
著

0

十
九
種
、
柴
虎
臣
著

0

橘
譜
、
諸
虎
男
著

0

日
下
旧
聞
共
二
十
冊
‘
朱
鉾
尊
（
錫
琶
）
著
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0

虞
初
新
志
、
張
潮
（
山
来
）
著

0

寄
園
寄
所
寄
共
八
冊
、
趙
吉
士
著

0

説
鈴
、
注
漉
著

0

説
鈴
、
呉
震
芳
（
青
壇
）
著

0

植
几
叢
書
、
王
時
著

0

三
魚
堂
日
記
、
陸
瀧
其
著

0

亦
禅
録
・
幽
夢
影
、
張
潮
著

ママ

0

粉
墨
春
秋
、
朱
尊
葬
著

0

両
京
求
旧
録
、
朱
茂
曙
著

0

燕
舟
客
話
、
周
在
浚
著

0

崇
禎
遣
録
、
王
世
徳
著

ママ

0

入
海
記
、
査
嗣
漣
著

0

琉
球
雑
録
、
江
揖
著

0

博
物
典
彙
、
黄
道
周
著

0

錮
海
記
行
、
施
閏
章
著

ママ

0

訴
津
日
記
、
周
箕
著

以
上
の
う
ち
、
崇
禎
逮
録
は
『
全
熾
書
目
』
に
、
蔵
書
と
西
堂
雑
姐

は
『
禁
書
総
目
』
に
、
続
蔵
書
と
博
物
典
彙
は
『
違
碍
書
目
』
に
、
虞

初
新
志
と
寄
園
寄
所
寄
と
説
鈴
と
は
『
清
代
禁
熾
書
目
』
補
遺
二
に
そ

の
書
名
が
見
え
る
。
ま
た
尺
贖
新
語
と
天
外
談
と
は
『
禁
書
総
目
』
と

『
違
碍
書
目
』
に
、
日
知
録
は
『
禁
書
総
目
』
と
補
遣
二
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
重
複
す
る
が
、
蔵
書
、
続
蔵
書
、
害
影
、
虞
初
新
志
、

寄
園
寄
所
寄
、
説
鈴
、
博
物
典
彙
の
七
書
は
、
『
清
代
禁
書
知
見
録
』

に
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
禁
書
を
鳴
盛
堂
が
販
売
し
て
い
た
と
い
う
事
実

か
ら
、
禁
書
が
当
時
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
徹
底
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
考

え
ら
れ
る
。

詞
書
津
に
お
け
る
人
的
交
流

こ
れ
ら
の
書
雖
に
来
る
客
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
知
識
人
た
ち
で

あ
っ
た
。
科
挙
及
第
を
目
指
す
人
た
ち
、
既
に
科
挙
に
合
格
し
政
府
の

一
員
と
な
っ
た
人
た
ち
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
書
陣
の
常
連
で
あ
っ
た
ろ
う

が
、
琉
璃
廠
を
訪
れ
た
朝
鮮
使
節
も
そ
の
範
疇
に
入
る
で
あ
ろ
う
。
こ

の
た
め
書
雖
は
た
だ
書
籍
を
販
売
す
る
だ
け
で
な
く
、
集
ま
っ
た
知
識

人
た
ち
が
談
話
を
す
る
場
を
も
提
供
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
示
す
一

例
が
次
の
記
事
で
あ
る
。

正
月
二
十
六
日
、
往
琉
璃
廠
、
尋
味
経
斎
害
坊
、
路
南
果
有
牌
号
。

問
子
舗
主
、
両
生
果
有
約
、
少
間
当
来
。
乃
与
同
行
数
人
、
坐
張
経

家
、
以
待
之
。
聞
両
生
来
、
即
往
。
周
生
、
与
彰
少
年
迎
干
路
上
、

屈
身
粛
揖
、
辞
謝
入
門
。
蒋
生
迎
干
門
内
、
揖
譲
就
坐
。
舗
主
進
茶
、

設
紙
筆
子
卓
上
。
蒋
名
本
、
年
五
十
三
、
亦
河
南
人
。
周
名
応
文
、

年
二
十
三
、
江
西
人
。
彰
名
光
麿
、
年
十
七
。
…
舗
主
姓
周
、
応
文

之
族
叔
也
。
付
書
畢
見
舗
内
、
新
刊
書
籍
溢
子
架
上
。
（
洪
大
容
『
湛

⑲
 

軒
燕
記
』
巻
一
）

こ
の
記
録
は
乾
隆
三
十
一
年
（
一
七
六
六
）
の
も
の
で
あ
る
。
蒋
本
・

周
応
文
・
彰
光
麿
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
朝

鮮
の
知
識
人
と
清
朝
の
知
識
人
と
が
、
北
京
の
一
書
津
で
と
も
に
語
り
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合
っ
た
と
い
う
状
況
は
見
て
と
れ
る
。

朴
趾
源
は
、
乾
隆
四
十
五
年
（
一
七
八
0
)
八
月
に
琉
璃
廠
の
六
一
楼

で
、
数
人
の
知
識
人
と
語
り
合
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
『
熱
河
日

記
』
関
内
程
史
、
八
月
初
三
日
の
条
に
、

駆
車
、
至
楊
梅
書
街
。
偶
上
六
一
楼
、
逢
前
黄
圃
（
世
埼
）
少
話
。

徐
文
圃
（
瑛
）
・
陳
立
斎
（
庭
訓
）
在
座
、
皆
佳
士
。
約
選
一
会
此
゜

と
あ
る
。
こ
の
う
ち
前
世
碕
は
、
同
書
益
葉
記
、
夕
照
寺
の
条
に
そ
の

経
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
。

訪
愈
世
碕
干
夕
照
寺
。
寺
不
甚
宏
傑
、
而
精
瀧
幽
隻
、
真
乃
一
塵
不

動
、
禅
林
中
浄
界
、
此
為
初
見
也
。
無
一
僧
居
住
、
皆
閾
越
中
落
第

秀
オ
、
無
資
不
能
帰
、
多
留
此
中
、
相
与
著
書
刻
板
、
以
資
生
。
時

居
共
三
十
一
人
‘
為
人
賃
書
、
朝
出
未
還
、
寂
無
一
人
。
而
所
居
皆

潔
浄
、
位
置
整
斉
、
使
人
装
徊
想
詠
不
能
去
。
析
津
日
記
云
、
燕
京

八
景
有
金
台
夕
照
、
此
寺
之
所
由
名
也
。
愈
君
本
閾
人
、
為
映
西
兵

備
道
陳
庭
学
姉
婿
。
今
年
二
月
、
喪
妻
、
無
子
男
、
有
四
歳
乳
女
、

置
婦
家
、
身
独
与
小
僅
棲
此
寺
中
。

前
世
碕
は
福
建
の
出
身
で
、
妻
に
先
立
た
れ
、
四
歳
の
幼
女
を
郷
里

に
残
し
た
ま
ま
北
京
に
来
て
夕
照
寺
に
奇
寓
し
て
い
た
。
こ
の
寺
に
は

倫
だ
け
で
な
く
、
福
建
や
浙
江
の
知
識
人
三
十
一
人
等
が
同
宿
し
て
い

た
。
彼
等
は
い
ず
れ
も
会
試
に
失
敗
し
、
金
が
無
く
帰
郷
で
き
ず
、
こ

の
寺
に
宿
泊
し
な
が
ら
共
同
で
著
述
し
た
り
、
筆
耕
や
印
刷
を
生
業
と

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
落
第
生
員
た
ち
は
前
世
碕
と
同
様
に
、

書
陣
を
訪
れ
て
本
を
買
い
求
め
る
と
と
も
に
、
同
じ
境
涯
の
人
々
や
店

主
と
も
語
り
合
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
時
代
は
下
り
、
咸
豊
五
年
（
一
八
五
五
）
に
北
京
を
訪
れ
た
徐

R
 

慶
淳
の
『
夢
経
堂
日
史
』
編
三
、
日
下
謄
墨
の
条
に
も
、
書
雖
に
お
け

る
中
朝
知
識
人
の
交
流
の
様
子
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
十
二
月
）
初
五
日
癸
巳
、
晴
。
晩
往
琉
璃
廠
文
華
堂
冊
舗
。
坐
閲
群

害
目
録
。
問
舗
主
日
、
金
口
訣
•
青
烏
経
・
石
室
録
・
江
註
近
思
録
、

在
此
否
。
時
有
一
人
年
少
、
体
肝
容
貌
豊
哲
、
手
巻
坐
椅
。
問
余
日
、

能
通
天
文
・
地
理
・
医
薬
・
・
性
理
之
学
乎
゜

余
日
、
能
。
君
亦
能
之
乎
゜

日
、
能
。

余
日
、
可
与
輪
証
乎
゜

日
、
市
雖
之
中
、
来
人
去
人
、
自
多
擾
擾
弊
。
寓
懐
寧
館
、
距
此
不

多
路
。
再
以
易
日
会
面
。
賤
姓
方
、
名
朔
、
号
小
東
、
家
在
徽
州
懐

寧
県
。
赴
挙
、
秋
園
因
幹
、
留
京
。

余
日
、
鄭
姓
徐
、
名
慶
淳
、
号
海
観
。
為
遊
覧
中
国
、
随
椀
入
燕
゜

偶
爾
見
君
於
市
罪
。
君
其
隠
於
市
者
耶
゜

従
者
従
他
来
、
喘
息
、
而
告
日
、
門
将
下
鍮
。
乃
起
揖
相
別
、
忙
入

城
門
。

徐
は
琉
璃
廠
の
書
陣
文
華
堂
へ
行
き
、
書
目
を
見
な
が
ら
本
を
注
文
し

よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
で
方
朔
と
い
う
人
物
と
知
り
合
い
に
な
っ

た
。
方
朔
が
言
う
に
は
、
徽
州
懐
寧
県
の
出
身
で
、
会
試
受
験
の
た
め

北
京
に
滞
在
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
彼
等
は
自
己
紹
介
の
後
、
話
し
始

め
た
が
、
す
で
に
夜
遅
く
城
門
が
閉
じ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
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日
は
会
釈
し
て
別
れ
た
。

翌
日
、
方
朔
が
手
紙
を
よ
こ
し
、
再
び
会
っ
て
談
論
し
た
い
旨
を
伝

⑭
 

え
、
記
念
と
し
て
自
ら
の
著
作
三
冊
を
徐
慶
淳
に
贈
っ
た
。
以
後
も
彼

ら
の
交
際
は
続
い
て
い
る
。
以
上
の
記
事
か
ら
も
、
書
津
を
舞
台
と
し

て
朝
鮮
使
節
と
中
国
の
知
識
人
と
が
知
り
合
い
、
そ
の
交
流
を
深
め
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

上
述
の
よ
う
に
、
書
蝉
は
単
に
商
品
売
買
を
お
こ
な
う
だ
け
の
場
で

な
く
、
知
識
人
た
ち
が
情
報
交
換
を
し
、
中
朝
両
国
人
が
国
際
交
流
を

す
る
場
で
も
あ
っ
た
。

四
、
む
す
び

以
上
の
よ
う
に
、
主
に
朝
鮮
使
節
の
「
燕
行
録
」
に
基
き
、
清
代
の

琉
璃
廠
書
律
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
た
。
そ
れ
を
ま
と
め
る
と
次
の

四
点
に
集
約
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

H
書
津
は
二
層
あ
る
い
は
三
•
四
層
の
建
築
で
、
客
の
注
意
を
ひ
く

た
め
に
、
看
板
や
旗
を
掲
げ
て
い
た
。
店
内
に
一
歩
入
れ
ば
、
質
量
と

も
に
豊
富
な
書
籍
が
棚
に
ぎ
っ
し
り
と
つ
ま
っ
て
お
り
、
客
は
卓
子
や

椅
子
が
置
か
れ
た
所
で
書
目
を
調
べ
、
欲
し
い
書
籍
を
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
他
の
商
品
を
扱
う
店
舗
に
比
べ
れ
ば
、
書
津
は
落
ち
つ
い

た
雰
囲
気
を
持
ち
、
客
に
は
お
茶
が
提
供
さ
れ
た
。

口
害
雖
の
経
営
者
の
う
ち
、
当
時
著
名
だ
っ
た
店
主
は
江
南
と
深
い

関
係
を
持
ち
、
江
南
か
ら
北
京
ま
で
水
運
を
利
用
し
て
書
籍
を
運
ん
だ
。

書
籍
商
の
具
体
例
と
し
て
は
、
一
貫
し
た
経
営
理
念
を
持
っ
て
い
た
五

柳
居
陶
氏
、
書
物
に
関
し
て
卓
越
し
た
知
識
を
持
っ
て
い
た
鑑
古
堂
章

氏
な
ど
の
個
性
的
人
物
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

国
書
雖
が
販
売
し
て
い
た
書
籍
の
品
目
を
見
る
と
、
禁
書
目
録
に
収

録
さ
れ
て
い
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
禁
書
政
策
が
そ
れ
ほ
ど
徹

底
し
て
い
な
か
っ
た
当
時
の
状
況
が
知
ら
れ
る
。

同
書
陣
は
た
だ
書
籍
を
販
売
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
知
識
人
が

集
ま
っ
て
談
話
を
し
、
さ
ら
に
は
中
朝
両
国
人
が
交
際
を
す
る
場
で
も

あ
っ
た
。

本
稿
で
用
い
た
「
燕
行
録
」
は
、
中
国
側
の
資
料
に
見
ら
れ
な
い
貴

重
な
記
録
を
多
く
含
ん
で
お
り
、
清
代
北
京
に
お
け
る
文
化
活
動
の
一

端
を
明
ら
か
に
し
得
た
と
思
う
。

本
稿
で
は
、
主
に
十
九
世
紀
半
ば
ま
で
の
琉
璃
廠
書
陣
を
考
察
の
対

象
と
限
定
し
た
が
、
こ
れ
以
後
の
状
況
に
つ
い
て
は
稿
を
新
た
に
考
究

し
た
い
。

註
①
例
え
ば
次
の
よ
う
な
著
作
が
上
げ
ら
れ
る
。
梁
啓
超
『
清
代
学
術
概
論
』
（
小

野
和
子
訳
注
、
平
凡
社
、
東
洋
文
庫
二
四
五
、
一
九
七
四
年
）
。

増
井
経
夫
『
中
国
の
歴
史
書
ー
中
国
史
学
史
ー
』
（
刀
水
書
房
、
一
九
八
四

年）。
青
木
正
児
『
清
代
文
学
評
論
史
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
0
年）。

増
田
渉
訳
『
聯
斎
志
異
』
（
平
凡
社
、
中
国
古
典
文
学
大
系
、
一
九
七
0
年）。

稲
田
孝
訳
『
儒
林
外
史
』
（
平
凡
社
、
中
国
古
典
文
学
大
系
、
一
九
六
八
年
）
。
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⑥ ⑤ ④ R R
 伊

藤
漱
平
訳
『
紅
楼
夢
』
（
平
凡
社
、
中
国
古
典
文
学
大
系
、
一
九
六
九
年
）
．

郭
伯
恭
『
四
庫
全
書
纂
修
考
』
（
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
六
七
年
）
．

葉
篠
輝
『
書
林
清
話
』
（
古
籍
出
版
社
、
一
九
五
七
年
）
巻
九
「
都
門
書
痺

之
今
昔
」
。

孫
殿
起
輯
『
琉
璃
廠
小
志
』
（
北
京
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
．

王
冶
秋
『
琉
瑞
廠
史
話
』
（
生
活
•
読
害
•
新
知
三
聯
書
店
香
港
分
店
、
一

九
七
九
年
）
。

藤
塚
那
『
清
朝
文
化
東
伝
の
研
究
』
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
）
．

朝
鮮
王
朝
は
毎
年
、
中
国
の
北
京
に
使
節
を
派
遣
し
た
。
そ
の
使
節
が
道
中

及
び
北
京
で
の
見
聞
を
記
し
た
旅
行
記
を
「
燕
行
録
」
と
総
称
し
て
い
る
。

「
燕
行
録
」
を
集
成
し
た
も
の
と
し
て
、
次
の
二
例
が
上
げ
ら
れ
る
。

R
成
均
館
大
学
校
大
東
文
化
研
究
院
編
『
燕
行
録
選
集
』
上
・
下
（
京
城
、

一
九
六
〇
し
六
二
年
）
。

R
せ
三
r
p
下
野
手
社
卦
編
『
燕
行
録
選
集
』
一
し
十
一
（
ソ
ウ
ル
、
一
九
七

六
し
七
七
年
）
。

陳
高
華
『
元
大
都
』
（
北
京
出
版
社
、
一
九
八
二
年
。
佐
竹
靖
彦
訳
『
元
の

大
都
』
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
四
年
）
一

0
0
ペ
ー
ジ
、

前
註
①
一

0
0
~
1
0
一
ペ
ー
ジ
。

前
註
①
―
―
七
ペ
ー
ジ
。

張
秀
民
「
明
代
北
京
的
刻
書
」
（
『
文
献
』
第
一
期
、
一
九
七
九
年
）
。

張
秀
民
「
明
代
南
京
的
印
書
」
（
『
文
物
』
一
九
八

0
年
第
一
ー
期
）
。

張
秀
民
「
明
代
印
書
最
多
的
建
寧
書
坊
」
（
『
文
物
』
一
九
七
九
年
第
六
期
）
．

前
註
⑩
．

胡
応
麟
『
少
室
山
房
筆
叢
』
甲
部
『
経
籍
会
通
』
巻
四
「
凡
燕
中
書
雖
、
多

在
大
明
門
之
右
、
及
礼
部
門
之
外
、
及
洪
窟
門
之
西
。
」

⑪
 

⑳ ⑲ ⑱ ⑰
 

⑯ ⑮ 

前
註
⑭
「
毎
会
試
挙
子
、
則
書
痺
列
於
場
前
、
毎
花
朝
後
三
日
、
則
移
於
燈

市
、
毎
朔
望
井
下
滸
五
日
、
則
徒
於
城
陸
廟
中
。
」

王
士
禎
『
居
易
録
』
巻
十
四
「
康
煕
乙
巳
（
四
年
、
一
六
六
五
）
、
自
揚
州
帰
、

惟
図
書
数
十
筵
而
巳
。
官
都
下
二
十
余
載
、
俸
銭
之
入
、
尽
以
買
書
。
嘗
冬

日
過
慈
仁
寺
市
、
見
孔
安
国
尚
書
大
伝
・
朱
子
三
礼
経
伝
通
解
・
荀
悦
衷
宏

漢
紀
、
欲
購
之
。
異
日
侵
晨
往
索
、
已
為
他
人
所
有
、
帰
来
沼
恨
不
可
釈
、

病
臥
旬
日
姶
起
。
」
（
前
註
③
第
五
章
、
附
「
訪
書
雑
記
」
所
収
）
。

戴
瑯
『
藤
陰
雑
記
』
巻
七
、
西
城
上
「
慈
仁
廟
市
久
廃
。
前
歳
復
興
、
未
幾

伍
止
。
蓋
百
貨
全
資
城
中
大
戸
、
寺
趾
城
遠
、
鮮
有
至
者
。
国
初
諸
大
第
宅
、

皆
在
城
西
、
往
遊
甚
便
、
自
地
震
後
、
六
十
年
来
荒
涼
巳
涵
。
」

李
文
藻
『
南
澗
文
集
』
及
び
前
註
③
第
三
章
「
書
雖
変
遷
記
」
所
収
。

翁
方
網
『
復
初
斎
詩
集
』
注
「
乾
隆
癸
巳
（
三
十
八
年
、
一
七
七
三
）
開
四

庫
館
、
即
於
翰
林
院
蔵
書
之
所
、
分
一
＿
＿
処
。
凡
内
府
秘
書
、
発
出
到
院
為
一

処
、
院
中
旧
蔵
永
楽
大
典
、
内
有
摘
紗
成
巻
、
腫
編
成
部
者
為
一
処
、
各
省

採
進
民
間
蔵
書
為
一
処
。
毎
日
清
晨
、
諸
臣
入
院
、
設
大
厨
、
供
茶
飯
。
午

後
帰
寓
、
各
以
所
校
閲
某
書
応
考
某
典
、
詳
列
書
目
、
至
琉
璃
廠
書
癖
訪
之
。

是
時
、
浙
江
書
買
、
奔
糠
輩
下
、
書
坊
以
五
柳
居
・
文
粋
堂
為
最
。
」
（
前
註

③
第
一
章
「
概
述
」
所
収
）

朴
趾
源
『
燕
巌
集
』
（
ソ
ウ
ル
、
朴
栄
蔀
編
輯
発
行
、
一
九
三
二
年
）
巻
十

一
し
巻
十
五
所
収
、
『
熱
河
日
記
』
黄
図
紀
略
、
琉
璃
廠
の
条
「
書
冊
舗
最

大
者
、
日
文
粋
堂
・
五
柳
居
・
先
月
楼
・
鳴
盛
堂
。
天
下
挙
人
、
海
内
知
名

之
士
、
多
寓
是
中
。
」
な
お
『
熱
河
日
記
』
に
は
、
今
村
与
志
雄
氏
の
抄

訳
（
『
熱
河
日
記
』
一
・
ニ
、
平
凡
社
、
東
洋
文
庫
三
二
五
・
三
二
八
、
一

九
七
八
年
）
が
あ
る
。

前
註
⑳
゜
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前
註
⑥
、
R
上
巻
ま
た
は
R
第
六
冊
所
収
。

前
註
⑥
、
R
第
七
冊
所
収
。

前
註
⑥
、
R
上
巻
ま
た
は
R
第
九
冊
所
収
。

前
註
⑥
‘
R
上
巻
ま
た
は
R
第
十
・
十
一
冊
所
収
。

李
穂
懲
『
青
荘
館
全
害
』
（
外
吾
大
学
校
古
典
刊
行
会
、

六
十
六
•
六
十
七
所
収
．

＠
前
註
⑱
巻
六
十
七
．

⑱
批
親
元
編
『
清
代
禁
熾
書
目
（
補
遣
）
』
・
孫
殿
起
輯
『
清
代
禁
書
知
見
録
』

（
商
務
印
書
館
、
一
九
五
七
年
。
前
者
に
は
、
『
全
熾
書
目
』
・
『
抽
熾
書
目
』
．

m書
総
目
』
・
『
違
碍
書
目
』
及
び
補
遺
を
収
め
る
。
）

⑲
前
註
⑤
二
七
し
三

0
ペ
ー
ジ
。

R
前
註
⑳
『
熱
河
日
記
』
渡
江
録
、
七
月
初
三
日
己
卯
の
条
、

余
、
初
則
大
驚
、
次
不
甚
喜
。
問
、
尊
是
富
公
麿
゜

那
老
者
大
喜
、
道
、
僑
老
那
従
識
僑
賤
姓
．

余
日
、
吾
久
聞
先
生
大
名
、
如
雷
瀧
耳
．

富
日
、
願
聞
尊
姓
大
名
。
余
書
之
示
。
富
自
書
其
名
、
日
富
図
三
格
、
号
日

松
斎
、
字
日
徳
斎
゜

余
問
、
甚
麿
三
格
。

富
日
、
是
吾
姓
名
也
。

余
問
、
貴
郷
華
貫
、
在
何
地
方
。

富
日
、
俺
満
州
鎖
藍
旗
人
。

R
前
註
⑳
『
熱
河
日
記
』
渡
江
録
、
七
月
初
三
日
己
卯
の
条
、

余
日
、
吾
阻
水
、
留
此
已
数
日
、
真
此
永
日
難
消
。
僑
老
、
蛍
有
可
銀
書
冊
、

為
借
数
日
否
。
富
日
、
無
有
。
往
在
京
裏
時
、
舎
親
折
公
、
新
開
刻
舗
起
、

号
鳴
盛
堂
。
其
群
書
目
録
、
適
在
棄
中
。
如
欲
遣
間
時
、
不
難
奉
借
。
但
願

⑱ ⑮ ⑳ ⑱ ⑲ 

一
九
六
六
年
）
巻

⑭ ⑱ ⑲ 

僑
老
此
刻
暫
廻
携
、
得
真
々
的
丸
子
（
清
心
丸
）
、
高
麗
扇
子
、
棟
得
精
好

的
、
作
面
幣
、
方
見
僑
老
真
誠
結
識
、
借
這
書
目
、
未
晩
也
。

余
、
察
其
容
辞
志
意
郵
悸
庸
語
、
無
是
与
語
、
不
耐
久
住
、
即
辞
起
。
富
臨

門
揖
送
、
且
言
、
貴
邦
明
紬
、
可
得
売
買
麿
゜

余
不
答
、
而
帰
。

正
使
問
、
有
何
可
観
。
恐
中
暑
゜

余
対
、
俄
逢
一
老
学
究
。
非
但
満
人
、
邸
晒
無
足
語
。

正
使
日
、
彼
既
有
求
、
何
可
蓋
一
丸
一
筆
耶
。
第
不
妨
借
看
書
目
．

遂
使
時
大
送
与
清
心
丸
一
丸
・
魚
頭
扇
一
柄
。

時
大
即
回
、
持
掌
大
幾
葉
小
冊
而
来
。
皆
空
紙
、
所
録
書
目
、
尽
是
清
人
小

品
七
十
余
種
、
此
不
過
数
頁
所
録
、
而
要
索
厚
価
。
其
無
恥
甚
突
。
然
既
為

借
来
、
且
新
眼
目
、
遂
謄
而
還
之
。

前
註
⑥
、
R
上
巻
所
収
。

前
註
⑥
‘
R
第
十
一
冊
所
収
。

『
夢
経
堂
日
史
』
（
前
註
⑬
）
編
一
―
-
、
十
二
月
初
六
日
甲
午
の
条
、

有
一
蒼
頭
、
来
尋
余
寓
。
袖
納
花
簡
、
即
昨
日
文
華
堂
所
遇
方
小
東
書
也
．

書
日
、昨

於
書
雖
中
、
得
親
芝
宇
、
再
領
慶
談
、
深
為
歓
慕
、
弦
特
検
出
、
巳
刻

旧
作
三
本
（
金
台
遊
学
草
、
枕
経
堂
、
絣
体
文
及
采
芍
詞
）
、
奉
贈
。
即

希
指
教
、
倫
有
贈
言
、
必
当
奉
和
、
亦
藉
以
結
翰
墨
文
字
縁
也
。
至
拙
著

金
台
遊
学
草
、
後
有
為
花
松
苓
少
宰
（
沙
納
）
作
、
東
使
紀
程
序
一
首
…
。

〔
附
記
〕
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
関
西
大
学
松
浦
章
助

教
授
に
末
尾
な
が
ら
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
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